
市の人口動態 
(7月末日現在） 

（住民登鍛Kよる） 
人ロ39・203世帯1・0応
出生 66 韓入 86 
死亡 24 転出 68 

長
富
の
皆
さ
ん
長
い
間
待
っ

て
い
た
日
が
．
 と
う
と
う
や

つ
て
来
ま
し
た
。
 ほ
ん
と
う
 

K
》
目
出
麗
い
限
・
で
ナ
．
 

皆
さ
ん
が
わ
れ
わ
れ
の
仲
聞

入
り
さ
れ
た
こ
と
K
よ
つ
て
 

伸
び
盛
・
が
最
、
大
切
で
あ
 

・

士
す
こ
と
は
、
皆
さ
ん
‘
 

既

K
御
承
知
の
と
こ
ろ
で
す

が
．
こ
の
伸
び
盛
・
の
青
て

方
如
阿
が
．
そ
の
終
来
を
決

定
す
る
重
大
な
ポ
イ
ン
ト
と
 

て
割
合
順
調
に
進
め
ら
れ
て

は
来
ま
し
た
が
、
し
か
し
私

共
の
究
極
の
目
標
と
す
る
槙

範
的
田
園
都
市
の
建
設
と
い

う
大
事
築
の
完
成
は
．

一
朝
 

K
成
・
立
つ
も
の
で
は
た
く
 

市
の
人
ロ
、
四

万
を
失
破
L
ま

し
た
．
 ほ
ん
と

う
に
目
K
見
え

る
よ
う
に
，
 一

日

一
日
と
伸
び

て
い
る
本
市
は
 

一
段
と
力
を
増
し
た
本
市
 

外
崎
市
長
、
皆
さ
ん

へ
の
御
願
 

あ
ら
ゆ
る

困
購

K
打

ち
勝
ち
つ
 

、
進
亀
な

け
れ
ば
な

ら
ず
新
市

民
と
な
ら
 

皆
さ
ん
の
，
加

K
よ
つ
て
愈
 

《
そ
の
勢
を
増
し
わ
れ
わ
れ
 

、

一
段
と
そ
の
力
強
さ
を
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
主

ナ
．
人
聞

K
た
と
え
れ
ぱ
本

市
は
今
の
び
盛
り
と

い
う
こ

と
が
山
来
ま
し
よ
う
。
 こ
の
 

、
な
・
ま
す
の
で
、
私
共
は

日
夜
本
市
の
特
来

K
．
誤
ら

ざ
る
方
針
を
打
ち
樹
て
る
べ

く
努
力
し
て
》
り
ま
す
。
建

市
以
来
市
の
目
標
と
す
る
多

様

K
且
る
事
桑
が
．
困
離
な

中
K
も
他
の
新
市
に
比
較
し
 

れ
た
長
冨
の
皆
さ
ん
に
も
，
 

そ
の

一
翼
を
荷
っ
て

い
た
だ

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

ど
う
ぞ
本
市
特
来
の
繁
栄
の

た
め
．
今
後
十
分
の
御
理
削

を
も
つ
て
御
協
力
下
さ
る
よ
 

5
．
御
願

い
致
し
ま
す
 

一
話
一題
一
あ
可
て
」
一
ち
一
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待
望

・
長
富

の
本
市
編
入
 

官
報
告

示
を
も

つ
て
央

定
 

新
し
い
人
ロ
と
戸
 

数
、
面
積
そ
の
他
 

長
冨
合
併
後
の
本
市
の
戸
数
 

人
ロ
‘
面
積
は
夫
ぎ
の
よ
5
K
 

な
り
ま
す
 

九

月
一
日
合
 

戸
 

数
 

長
 

富
 
一

一
一O
戸

五
所
川
原
 
七
．

O
O
四
戸

計
 

七
．
 一
二
四
戸

人
 

ロ
 

長
 

富
 

八
八
九
人

五
所
川
原
 
三
九
，
 二
O
三
人
 

計
 

四
O
.
O
九
二
人
 

（
七
月
末
現
在
・
除
外国
人
）
 

面
 

積
 

水
 
田
 

三
九
，
八
二
二
反

山
 
林
 
大
．

玉
三
。
反

畑
 
八
，

大
九
。
反

原
 
野
 
一
二
，

四
六
七
反

宅
 
地
 
九
五
九
．
O
O
O
反
 

併

祝
賀
会
 

5
人
誰
れ
被
な
し
に
容
赦
た

く
 

『
お
目
出
と
ら
』
を
連
発
，
昂

奮
一
色
に
包
ま
れ
た
部
落
風
景

を
描
電
出
し
ま
し
た
。
市
で
は

こ
の
喜
び
を
記
念
ナ
る
た
め
、
 

喰

島
帰

人
重

肋

α
《
 
導
入
す

ぺ
く
準
備
を
進
め
て
い
 

難
蕪
難
難
「
「
 

早
苗
振
り
の

一
日
を
楽
し
み
ま

b
で
ユ
‘
か
派
士
電
り
こ
寸
レ

し
た
。
何
分
農
事
に
か
け
て
は
 二
1
つ
惨
F
価
各
乏
メ
弗
E
・
 

繕
易
擢
電

麟
に

湾
誘
共
纏
接

投
 

読

競
弾

」』競
隊
振
『
導
入
し

たい
考
 

ぎ
苦
し
み
っ
、
、
赤

い
蹴
出
し
 

踊
製
毅
麟

穀
賢
 
排
球
部
大
阪
へ
 

‘
の
で
し
た
 

当
市
体
協
排
球
部
で
は
過
日
県
 

鹿
の
導入
を準
備
 
」
雄
騒

馴
競
猪

町
 

神
山
温
泉
地
帯
に
設
定
す
る
自
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
す

然
公
園
K
放
飼
の
鹿
‘
熊
等
の
 る
こ
と
と
た
つ
た
の
で
，
五
高

動
物
は
，
公
園
設
定
の
実
施
と

校
余
良
教
官
の
引
卒
で
九
月
三
 

共

K
関
係
方
面
の
斡
旋
を
得
て

日
山
発
し
ま
す
 

、
 

一
 

和
田
 

第
十
一
回
県
選
管
連
合
会
総
会

で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 市
選
管

の
工
藤
委
員
長
、

一
戸
，
笹
森

爾
委
員
及
び
原
田
書
記
長
か
出

席
し
て
賞
状
を
受
け
ま
し
た
が

表
彰
状
は
夫
ぎ
の
よ
5
で
す
 

表
 
彰
 
状
 

五
所
川
原
市
 

選
挙
管
理
委
員
会
 

昭
和
三
十

一
年
七
月
八
日
執

行
の
●
議
院
羅
員
通
常
選
挙

及
び
同
年
七
月
二
十
日
執
行

の
青
森
蘇
知
事
選
挙

K
当
，
 

そ
の
投
票
率
に
》

い
て
最
、
 

優
良
た
成
績
を
収
め
た
こ
と

は
協
力
一
致
し
て
啓
発
宜
博

並
び
K
蚤
明
選
畢
の
推
進
K
 

努
力
し
た
た
ま
も
の
で
あ
つ

て
他
の
模
簡
で
あ
る
 

雑
灘
 

青
森
県鎚
時
響
最
 

和
田
喜
」
、郎
 

で
合
併
就
賀
会
を
開
催
す
べ
く
 

来
る
九
月
一
昆背
小

学
校
一
 

一十
大
日
午
前
＋

一
時
か
ら
市
役

花
田
金
木
町
長
外
多
数
を
招
待

所
で
こ
れ
の
巨
鵬
会
を
開
電
ま
し
，
 全
市
畢
げ
て
の
喜
び
を
分

し
た
が
．
こ
の
日
は
蘇
か
ら
山

け
合
う
事

K
L
ま
し
た

崎
知
事
，
長
谷
川
雄
移
部
長
，
一
 

託
念
ナ
ぺ
自
こ
の
日
十
日
，
外

崎
市
長
と
部
落
代
表
高
柵
馨
氏

と
の
間
に
就
電
の
交
換
が
行
わ

れ
西
北
の
首
都
と
し

て
，
は
た

又
本
照
の
雄
都
と
し
て
揺
ぎ
た

電
態
勢
整
備
に
．
カ
を
合
わ
し

て
前
進
す
ぺ
倉
こ
と
を
誓
い
合

い
ま
し
た
が
．
 一
方
新
市
民
と

た
つ
た
住
民
‘
，
 こ
の
月
の
来

る
の
を
千
秋
の
思
い
で
待
ち
こ

が
れ
て

い
え
だ
け
K
．
 行
含
交
 

ー

b鼻
一

品
 
女
 
の
」
巾
 
磐
 
欧目

】
I
】
と
 （
富
鳳
 
賞
状
を
手
 

大
舘
市
へ
で
 

県
選

管
か

ら
晴

れ

の

表
彰
 
 
管

委
員
話
氏） 
 

競
報
謡

讐
舞
粒

舞
嘱

裂
醸
轟
纏

H如
勲
「
 

外
崎
市
長
新
市
特
 

別
副
委
員
長

に
 

新
市
市
長
会
は
去
る
二
＋
一
日

東
京
で
開
か
れ
た
が
．
最
近
政

府
の
方
針
が
大
都
市
中
心
に
流

れ
．
新
市
育
成
の
精
碑
が
没
却

さ
れ
勝
ち
た
の
で
．
新
た
に
新

市
育
成
特
別
委
員
会
を
結
成
し

新
市
育
成
上
の
諸
問
題
を
審
議

し
て
政
府

K
強
く
嬰
望
す
る
事
一

と
た
り
‘
こ
の
副
委
員
長
に
外

崎
五
所
川
原
市
長
が
推
嶋
さ
れ

ま
し
た
。
 た
》
外
崎
市
長
は
新

市
東
北
プ

ロ
プ
ク
の
代
表
と
も

た
●
ま
し
た
 

の
六
市
中
優
秀
た
投
票
率
を
示

町
小
湊
小
学
校
で
開
催
さ
れ
た
 

終
験
以
来
三
度
目
り
＋

見
舞
わ
れ
た
大
舘
嚇
や

市
で
は
二
十
一
日
青
財
畑

量
長
及
び
杉
野
消
」
刀
、
 

長
を
派
遣
、
、
 

を
購
っ
て
愚
一
 

し
た
。
 

桝
耐
割
か
一
 

門
出
張
所
長
〕
八
 

後
九
時
牛
不
慮
Q
 

れ
ま
し
た
。
長
冨
 

者
で
九
月

「
日
，
 

成
賀
会
の
準
備
 

こ
の
自
、
」
、
，
 

出
席
し
で
 

で
し
た
。
 

格
で
日
一
 

り
が
あ
 

丑
富
の
合
併
K
よ
り
次
ぎ
の
諾
現
が
市
の
財
政
牧
入
と
た
る
 

ま
で
の
道
路
を
整
備
す
る

ロ
、ニ
ノ
沢
溜
池
、
大
迫
溜
池

聞

K
小
公
園
を
建
設
す
る
 

公
営
住
宅
 

ニ
ノ
毒
，
大
迫
溜
池
附
近

に
 

公
営
住
宅
の
団
地
を
造
る
 

其
他
 

イ
、津
軽
鉄
道
毘
沙
門
停
留
所

の
各
列
車
常
時
停
車
要
望

ロ
、長
富
、
毘
沙
門
地
械

K
簡

易
郵
便
局
の
脱
置
要
望
 

早
一
年
慶
 

早
」
年
匿
 

市
 
麗
 
一
、

者
口
千
円
一
、
膏
口

地
方
交
付
税
 

」
8
 

一
一石
 

国
県
支
出
金
 

六
、ロ
8
 

●
一
吉
年産

一
、【
皿口

三
一o
 

へ
、8
O、

 

六
、〔
）
（
呂

一
、六叫
o
 

喜
一o
 

一
七
、
六
合
 

（
、8
o
 

二
口

一
、皿8
 

一
、●8
 

毛
、昌
o
 

●

＋
三
年度

一
、四O
o
 

三
一ロ
 

〈
、叫ロ
ロ

皿
・8
o
 

ん口
。
 

〔
一
〕二
。
 

一●
、Oき
 

繰其市

計越 

金 他債 

紗
堰

乳
翫
 
難
鎮
難
鶴
幅
 

鳳
は
市
長
か
ら
慰
間
品
 

上
京
 

一
 

小
野
消
防

署
長
は
八

月
一
一
＋日

か
ら
開
か

れ
る
全
国
一

ポk
寧
二
、
ミ
 
消
防
長
消

防
署
長
の
研
究
科
受
講
の
た
め

十
五
日
上
京
し
た
が
．
昭
和
三

十

一
年
度
消
防
施
設
国
庫
補
助

金
護
得
の
折
断
を
、
行
い
‘
九

月
十
日
頃
帰
鵬
の
予
定
 

金
木
町
長
富
部
落
の
本
市
編
入
実
施
に
つ
い
て
は
既
報

の
よ
う
に
市
か
ら
県
に
関
係
書
類
を
添
付
し
て
申
請
中

の
と
こ
ろ
，
去
る
九
日
内
閣
総
理
大
臣
名
に
よ
り
、
八
 

F
l
E
「
り
そ
α
（
幻
才
を生
ず
る
旨
官
報
を
も
つ
七て
告

示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
名
実
共
に
長
富
の
本
市

編
入
が
決
定
し
た
わ
け
で
、
同
地
区
の
住
民
も
待
望
久

し
い
五
所
川
原
市
民
と
な
り
、
市
の
人
ロ
も
遂
に
四
万

苔
己，
柾
L
て
 
4
寸
力
理
廷
と
す
る
模
範
的
田
園
都
市

完
成
え
の

一
歩
が
こ
こ
に
踏
み
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
 

人口四万を突破 

一
卿
 
、
 
ノ

I
ー
‘
ノ
、

／
 

r
(
 

/
 

『
 

で五所川讐 

告
 
示
 

議
府
告
示
第三百
四十
 

市
町
の
境
界
変
更

地
方
自
治
法
第
七
条
第

一

項
の
規
定

K
よ
り
育
森
瞬

北
津
軽
郡
金
木
町
大
宇
長

冨
の
区
域
を
五
所
川
厚
市

に
編
入
す
る
旨
，
青
森
県

知
事
か
ら
届
山
が
あ
つ
た

右
の
境
界
変
更
は
、
昭
和

三
十
一
年
八
月
十
日
か
ら

そ
の
効
力
を
生
ず
る
も
の

と
一
 ●
、
 

昭
和
三
ト

ー
年
八
月
九
日

内
閣
線
理
大
臣
鳩
山

一
郎
 

住

民

の
福

祉
に

寄
与

ノ
 

種

々
の

施
設

も

行
わ
れ

る
 

長
富
合
併

K
関
す
る
議
定
書
は
高
雄
馨
氏
は
五
所
川
原
市
議
と

伍
所
川
原
市
と
金
木
町
と
の
間
な

り
、
同
氏
は
五
所
川
厚
剥
議
 

『
財
箆
の
処
分
の

残
任
期
聞
中
，
本
市
議
員
と

の
こ‘
・
 
して
市
政
り
審
鱗

に
欝
わ
る
事

り
 

J
．
、
こ
の
合
併
 

●
 

J
し
て
ば
 る

事
に
な
・
．
住
民
の
福
祉

忙
 

寄
異
さ
れ
ま
す
。
 

一
，
激
育
文
化
事
狽
 

ィ
、毘
沙
門
小
学
校
を
若
干
増
 

改
築
す
る
 

」
 

ロ
、毘
沙
門
．
長
富
地
区
に
公
 

民
舘
を
設
け
る
 

〈
、田
来
る
だ
け
早

い
機
会

K
 

毘
沙
門
小
学
校
に
電
話

を
 

架
設
す
・
 

二
．
土
木
事
熱
 

、
 

イ
、長
富
ょ
”
“箆
沙
“
7
《
ソか
所
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E
 

m
 

外
崎
市
長
は
去
る
五
日
か
ら
小
『
一
 

泊
小
学
校
K
開
設
さ
れ
た
玉
所
「
 

川
原
中
学
校
の
臨
海
学
校
を
七
‘
、
 

日
融
問
，
ょ
い
子
達
と
一
緒

K
 

泳
い
だ
り
‘
盛
食
を
共

K
し
き
！
 

・

し
て
一
日
を
過
し
，
持
8
の

「
 

土
査
を
全
生
徒
と
先
生
達
K
贈

つ
て
喜
ば
れ
た
が
、
敷
島
町
の

市
隣
中
野
修
三
氏
も
市
長
K
託

し
て
キ
ヤ
ラ
‘
 
ル等
を
贈
り
，
 

×
A、つ
1
ド
 
父
母
の
膝
下
を

・‘
 

、
峯
貫
（
，
離

れ
て
心
身
を
」
 

'r
 

「I

ぼ
 

戻

ー
ぐ
り
馴

を
慰
め
かし
 

戸
，

一
『嘱
瑠

」
は
J
”
・
”
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に
ノ
 

月
 

8
 

年
 

昭和 31 

一
ね
 
ぎ
 

ー
の
 

五
 所
 
川
 
原
 
市
 

工
 

『

一
  』
 

ね
ぎ
の
子

を
，
 三
百

本
ほ
ど
嚇

母
か
ら
‘
 

ら
つ
た
．
 

そ
れ
は
さ
る
年
の
六
月
末
の
．
 

か
な
●
暑
い
日
で
あ
つ
た
。
 

わ
た
く
し
は
、
 こ
の
ね
ぎ
の
 

子
を
．
畠
を
と
》
る
道
路

K
な
 

ら
べ
て
‘
 義
母
の
見
て

い
る
前
 

で
，
 一
本
ず
っ
選
び
な
が
ら
つ
 牧

罵

長
 

藤
 
直
 

三
 
郎
 

ぎ
つ
ぎ
と
本
植
え
を
し
て
行
つ
 

た
。
 

コ
ー』
 

誌
？
」緋
驚
賃

器
 

そ
の
結
果
．
だ
ん
だ
ん
小
さ
い
 

、
。
だ
け
が
残
る
の
は
，
 ま
た

や
む
を
得
な

い
。
 と
ろ
と
5
,
 

最
後

K
は
三
本
の
み
じ
め
な
ね

ぎ
の
子
か
残
つ
た
．
 

悼
尾
を
飾
る
花
火
大
会
‘
ね
ぷ

た
運
行
と
青
森
懸
青
年
祭
の
濠

華
な
景
物
を
添
え
て
．
＋
二
日

終
了
し
た
が
、
 五
所
川
原
商
工

会
議
所
の
推
定
に
よ
る
と
，
 こ

の
五
日
間
の
人
山
は
二
十
五
万

と
目
さ
れ
．
殊
に
最
終
日
の
十

二
日
は
．
豊
の
青
年
祭
陸
上
競

技
大
会
、
夜
の
花
火
大
会
と
花

や
か
な
ブ
ロ
が
盛
ら
れ
て
そ
の

人
出
八
万
，
市
内
人
ロ
の
二
倍

を
動
員
し
て
大
路
小
路
は
翌
朝

ま
で
抜
音
さ
し
な
ら
ぬ
混
雑
を

極
め
た
．
今
回
の
祭
り
で
最
も

興
趣
が
深
く
人
気
の
沸
と
5
し

た
も
の
は
，
 二
日
目
の
名
士
侃

装
行
列
と
名
士
演
●
大
会
で
、
 

外
崎
市
長
の
 
『瀧
の
白
糸
】
秋

田
助
役
り
 
『河
内
山
宗
俊
』
平
 

五
脈
川
c
ま
つ
リ
のメ
ン
イ
・
 
名
士
の

仮
響
行
列
は
人
 

気
の
中
心
で
あ
っ
た
 
（上
）は
滝
の
白
糸
に
扮
した
外
崎
市
長
 

（
下
左
）は
河
内
山
泉俊
の
秋
田
助
役
 （
右）
は騒
青
年
祭
に
お
 

け
る
若
人
三
千
の
大
バ
レ
ー
ド
 

『
ー
 ぐ
）
 

一
、
遣
書1
,,
 

工
藤
院
長
着
任
 
れ
た師
製
い
藤
博
士
）
 

了
し
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
通

り
。
 

灘
醸
程
議
鶴転
馨
鵬
鯵
秘

響
灘
難
 

工
臨
氏
は
弘
前
市
の
出
身
，

会
長
笠
井
長
三
郎
）
で
は
十
九
一
 
ー
 
‘
 

称
馴
 

弘
前
中
学
校
か
ら
翠
前
高
校

日
午
前
三
時
出
発
で
長
泥
部
落

大
物
の
部
 

麗
謡

難
程
議
鶴
 

市
役
所
の釣
K
4
!
 

し
ま

L
た
。
 

市
役
所
職
員
互
助
会
釣
友
部
（
 

工
臨
氏
は
弘
前
市
の
出
身
，

会
長
笠
井
長
三
郎
）
で
は
十
九

弘
前
中
学
校
か
ら
翠
前
高
校

日
午
前
三
時
出
発
で
長
泥
部
落
 

麟
 
轟

轟
？ド
《
ニ
 
卒
築
．同
 

‘
驚
「
 

大
学
編
院
 

市
税

の
納
期

前
完
納
者
芳

名
 

（
七
月
中
）
 

麟
 
轟

轟
？ド
《
ニ
 
卒
築
．同
 

‘
驚
「
 

大
学
編
院
 

市
税

の
納
期

前
完
納
者
芳

名
 

（
七
月
中
）
 

I
プ
 
（

旧
制
）東

三
本
川
附
近
で
鮒
釣
大
会
を
開
 

九
寸
八
十
五
匁
 

驚

●
 
北
帝

大
を

催
じ
．
盛
況
裡
に
午
後
四
時
終
 

藤
森
良

一
（
飯
粕
最
委
）
 

馴

n
v
 猪
船

五
所
加驚
彫

二
五
名
）
 

木
村
三
太
郎
 

川
浪
 
豊
作
 
小
野
肋
之
助
 

鷺
麟
）
 

濃
湖

（
器
算
）

一
欧
」
「
」
 

毘
沙
門
地
区
 
（
四
 

名
）
 

〔
二
玉
名
）
 

杉
山
吉
五
郎
 
杉
山
 
嘉
四
 

秋
田
重
太
郎
 

杉
山
 
忠
好
 
山
口
 
長
助
 

（
七
名
）
 

長
尾
 

一
郎
 
葛
西
辰
三
郎
 

和
島
 
多
助
 
小

笠
原
春
造
 
川
粗
善
次
郎
 

換
●
F
貞
暗
 

小
野
三
之
丞
 
小
野
 
八
郎
 

一ニ
浦
 
淳

三

浦
 
淳
 

』
、
 

一
な
い
穏
の
大
血
な
年
中
の
行
事

に
開
催
さ
れ
る
結
果
で
は
な
い
た
ら
な
い
が
市
民
の
批
判
は
ー
ー
こ
と
K
な
つ
て
お
り
ま
ナ
が
最
 

坂
本
桑
太
郎

と
な
つ
て
い
る
が
．
行
平
の
内

か
と
も
市
民
間
か
ら
批
判
さ
れ
懸
卒

直
に
取
り
入
れ
る
必
要
も
近
こ
の
規

定
を
わ
か
ら
た
い
た
を

寿
・

く
 

勲
郵

勲
か
・
蛇
誹
馴
飼

葺
獣
繋
穀
？
舞

柵
mを
影
割
十
勲

島
ぐ
皇
「
い乞
糾
一
長
橋
地
区
 

客
や
方
法
に
於
て
，

果
し

て
 て
い
る
が
、
主
催
当
事
者
で
あ
 あ
ろ
う
9
議
所
で
は
来
る
二
十
め
か
井
区
に
呼
告
を

L
て
い
た
二
 
1

1．
ー
 

一
 

俄
り
に
昭
和
二
十
八
年
の
玉
所
一
事を
運
宮
す
る
こ
と
は
頭
の
痛
Jれ
に
基
い
て
明
年
の
企
画
を
橡
人

は
す
ぐ
に
市
役
所
に
申
告
し
 

仙
庭
 
清
重
 
仙
鷹
 
栄
八

川
原
ま
つ
・
の
行
事
表
に
よ
る
 い
と
こ
ろ
で
並
々
で
な
い
苦
心
討
し
て
見
た
い
と
語
っ
て
い
る
 
て鑑
札
の
取
付
け
を
う
け
る
ょ
 
秋
田
佐
次
郎
 
秋
田
 
重
定
 

一か
ァか
彰
「
繰
騒」
排知
」戴
認
m蕎
霧

」伽
「
」
」
」
」
？

噴
翫
繁
「ぎ
旬
に一
離
声
騨

「
」
 

一
大会
、
チ
ン
ド
ン
ヤ
大
会
，
花
 

J
 

・
 
癖
に

無
鑑
札
卑
の
取
締
り
を
実
 

仙
岡
 
翻
‘

佃
庭
．
．象
臓

事
を
運
宮
す
る
こ
と
は
頭
の
痛
Jれ
に
基
い
て
明
年
の
企
画
を
橡
人

は
す
ぐ
に
市
役
所
に
申
告
し
 

仙
庭
 
清
重
 
仙
庭
 
栄
八

い
と
こ
ろ
で
並
々
で
な
い
苦
心
討
し
て
見
た
い
と
語
っ
て
い
る
 
て鑑
札
の
取
付
け
を
う
け
る
ょ
 
秋
田
佐
次
郎
 
秋
田
 
重
定
 

嘱
髪
戴
認
m蕎
最
”
」伽
「
」
」
」
」
？

噴
翫
繁
「加月
上
旬
に
一
離
声
秤

「
』
 

叫
に
眠
？醗
凡
中
の
販
鵬
り
を
実
 

り
 
l
一
 
●
 
U
‘
一
 t
」
叫
 

一
近
頃
冬
い
無
鑑
札
自

転
軍

一
 

る
と
脱
税
し
た
、
の
と
し
て
三

一
 
「
見
‘
る
と

過
粒
処
分
に
 

一
 

、
J
 

 
、
‘
 

ー
 

ー
 

万
円
以
下
の
過
料
‘
科
さ
れ
る
 

こ
と

K
た
つ
て

い
ま
す
か
ら
新

た
K
所
有
し
た
と
●
や
、
無
鑑

札
車
を
使
用
し
て
い
る
人
は
忘
 
斉
藤
邦
太
郎
 

自
転
車
り
ヤ
カ1荷
年

y
町

》
秘
条
例
の
規
 

れ
ず

K
必
ず
申
告
す
る
よ
う
に
 

し
て
下
さ
い
 

を
新
た
に
所
有
し
た
と
・
は
．
 定
に
よ
つ
て
直
ち

K
申
告
す
る
 

間
の
動
員
人
口
二
十
五
万
と
号

等

A
腕

K
よ
り
を
か
け
て
の
扮
一
すれ
ば
，
 一
順
成
功
と
い
5
こ

装
は
、
何
れ
、
市
民
の
喝
才
を
「と
に
ケ
ろ
ら
が
・
し
ト
し
‘
市

あ
び
た
が
．
中
で
も
外
崎
市
長

の
包
擁
人
口
二
十
玉
万

（
西
北

の
租
の
白
糸
は
堂
に
入
つ
た
扮
地
方
、
 
とい
う
点
か
ら
考
え
る

襲
と
所
作
で
人
無
の
中
心
で
あ

と

一
日
当
り
僅
か
五
分
一
を
動
 

話
熊
籍
「釜
り
〉
」
競
鯛
替
っ
新
襲
麓
いて
市
立
「
」
誠
」
駕
」
【

競
「
一
鷺」
「
議
「
 

は
mい
一『i
小H
?U
H
引
引
‘
ー
ー（
」
「
「
」
議
）

（
驚（
(）
舞
」蕪
」
 

は
事
実
だ
ー
ぎ
の
子
は
ね
ぎ
だ
。
』
と
い
う
 

『
四
』
 

笹
君
 
．、、
ョ
 
日
圧
 
，
ゼ
 

り
り
 
」
十
 
”
H
‘
「
」
防
 
割
」
 

鮎
蓉
一識

影
和
腎
乳
む
い
 
し
か
も
議さ
い
ね1浮
 
W野
彩
繰

験
い
 
総
鍵
醜
遮
叫
．
‘

v
 

の
と
・
で
の
で

電
な
」
命
麗
と
し
て
、
わ
、
，

ね
ぎ
の
子
吃
「

m
環
 
雌

m
葺
牲
似
 
刑
“
町
刃
崩
 
肋
卿
 
警

一
流
戸
粧

口
 

大
鳳
喜
之
助

す
る
か
に
た
く
し
の
胸
か
ら
消
え
去
ら
な
し

て
は
た
ら
た
い
と
同
時
に
‘
 
小
相
 
戴
田
 
湖
御
ー
統
m
 
工
藤
 
英
二
 
里
西
 

陰
 
木

断
 
ブ
ー師
 

母
が
如い「ま
『こ
ろ
」
K
か
」」
報
契か
誌
」
m濃
加
「
歎
m
？
黙
？
「（久
（
＼
」
）
灘
 

『
い
く
ら
 
r
g
ぎ
の
子
』
を

『
人
の
子
』
 ●
ナ
れ
咋
』
と
に
ろ
曳
に
区
 
相
柳
ゴ
ン

刺
吉
 
舟
尾
謝
れ
購
 
戸
 

く
に
 
換
庭
 
達
 

？
叫
」

藤

小
さ
く
て
 
K
置
・
か
え
て
み
る
。
す
る
と
低
の
平
博
観
が
あ
り
，
殿
論

m
 
ね
相
 
“
三
 

木
相
ー
勇
剖
 

澱
喫
四

邸
 
誠
田

』
与
叫
 
巾
晃

健
刈
 

、
・
ね
ぎ
 
「

い
く
ら
小
さ
く
て
も
、
人
激
胃
の
道
が

存
ナ
る
こ
と
を
教
 
劃
糾
 
訟
 

《
川
 
魁
助
 

柱

（
 
磯
 
宜

り
義

ト
 
小
馴
 
き

よ
 

か
子
”
「

の
ら
」
～
柳
ン
し
か
か

・
し
い
い

和
か
．か
い
な
い
・
 

隆
胸
 
峯
 
加

知
 
応
町
 
胤
地
 
節
 

「
内
 

博
 

対
‘
 

進
 

」
電
『
訟
剖
」
‘義
かの
農
は
り
そ
～か
らで
あ
か．
ね
ぎの
接
窪
？

、
一
叛
 
意
毎孤
田
中
繁
昭
 高
谷
東
壷
 

と
・

『
ソ
と
霞
ブ
、
と
よ
よ
・
，
つ

ば
な
提
言
と
し
て
動
く
こ
子
を

も
ら
つ
た
わ
た
く
し
は
，
 
嚇
雌
丙
却
響
 
郎
警
西
聾

・
、
 F
 

ー
 
、
・

ー
ー
 
飯
詰
地

区
 

m郵
駿
薫
潟

裏
舞
霧
」
‘f
つ
構還
縄
駿
若
？」
錯
鮎
碑
綴
編
或
（
一
据
が
が
熟
 

た
．
て
い
ね
い
に
植
え
て
行
っ
 し
シ

と
聖
き
」
え
』
』
・
．
欧
に
か
つ
三

G

だ
ん
の
、
ね
 
高
松
 
久

作
 
葛
西
 
九
郎
 
承
山

喜
化
た
郎
ョ
向
喜
ョ
調
 

加
覇

i
事
班
 

た
。
 ・
；
 

ご
い
ら
製
裂
」ん
の
干
繊
裕
誓
雰
錦
課

灘
競
蘇
麟
船
響

難
建

や
噴

喫

m
 

コ
ー
「
』
 

は
人
だ
。
』
と
な
・
，
も
は
や
加
一
（
叶

m
昏
“
著
穀
「
 
刑
馴
 

読
一
」
 
扱
旧
 
柳畑
 
如
和
 
末
吉
 
剣
油
 
馴
か
中
川
地
区

そ
れ
か
ら
で
あ
る
．
 

不
易
の
原
理
を
わ
れ
わ
れ
に
教
 
（
八

月
十
玉
日
蛇
）
 

佐
寿
木
害
造
 
新
岡
 
徳
松
 
鹿

内
 
輿
市
 
販
本
 
亮

一
 
小
野
末
太
郎
 

ー。

り
‘

一
。

《
，
一
‘
→

●
”
‘

り
リ

サ
●
一
1
1
,1
 

。豪
華
け
ん
欄
の
大
絵
巻
一一
 

一一
姫
瑠
些

一
盛
況

裡

に

終

了
 

全
市
を
昂
曹
に
包
ん
で
去
る

川
収
入
役
の
 
「浮
市
』
 
か
ら原
一
三上
副
会
頭
の
 『
鞍
罵
天
狗
』
 

八
日
か
ら
玉
日
間
に
亘
っ
て
開
商
議
所
会
頭
の
『大
石
載
之
助
＼

田
附
市
編
の
 雷
電
鴛
右
門
』
 

催
さ
れ
た
五
所
川
原
ま
つ
り
は

・ー
・
ー
‘
ー

‘
ー
 
一
 

熱
紺
一
 

藤
森
栄
ナ
 

川
欄
 
ッ
 

吉
岡
岩
五
郎
 

岡
田
千
代
吉
 

秋
田
 
収
一一
 

小
山
内
清
実
 

三
好
地
区
 

（
"
 

川
浪
 
定
一
 
小
 

一
戸
 
峰
臓
・
，
 

渡
辺
 
衆
造
 

高
橋
 
又
助
 

川
沙
醐
七
郎
 

小
笠
原
健
次
が
 

長
尾
 
象
助
 

渡
辺
 
浦
雄

ー
 

小
野
骨
三
郎
 
川
が
‘
 

工
藤
千
代
三
郎
木
村
与

プ

開
米
 
忠
造
 
一
戸
．
之

佐
醸
卯
三
郎
 
川
浪
、
 

紳
 
臨
一
郎
 
ル
、
 

工
勝
 
長
孝
 
小
 

圧
中
事
之
作
 
田
い
 

渋
亭
喜
之
助
 
沢
田
 

小
林
 
繁
代
 
小
叫
 

外
崎
 
兵
吉
 
一
戸
 

乗
圧
多
五
郎
 
川

浪
 

・

乗
田
 

勇
 
川
浪
 
名
爾

佐
臓
柾
次
郎
 
田
中
喜
．
，
一

佐

F
己
次
鼠
 
成
田
藤
プ
負
一

高
措
 
さ
ん
 
川
浪
留
太
塑

川
注
 
率

一
 
高
橋
松
四
郎

吉
田
米
五
嵐
 
オ
村
 
キ
ネ

開
米
 
忠
一
 
秋
元
東
五
郎

小
笠
原
善
次
郎
育
山
八
代
吉

外
崎
 
京
三
 
竹
谷
卯
之
吉

川
注
 
勝
市
 
三
漉
 
正
毅

小
野
 
博
 
小

●
 
キ
？

小
林
動
九
真
 
小
山
内
浩
見

乗
田
 
文
一
 
小
笠
原
昭
雄
 

切
・
離
し
て
考
え
る
事
の
山
来
【
り
に
あ
る程
度
動
員
さ
れ
た
後
病
院
内
科
陣
は
非
常
に
強
化
さ
 

」
投
 
L
”
 
加
？
二
？
粉
 
今
立
 
兵
蔵
 
加
林
 
養
七
 
噌
促
手
数

料
 

嚇
載
凌

か
詳
蹄

れ
一
」」」
）鰭
齢
議

い
露
鵬
競
隣
摩
慶
 

‘
回
を
重
ね
て
五
回
、
年

A
盛
リ
．
ス
A
化
し
て
魅
力
に
欠
け
，
 
臓
病
理
で
あ
つ
た
。
 

つ
た
。
 

員
し
た
に
過
ぎ
な
い
9
 こ
れ
は

さ
て
こ
の
五
所
川
原
ま
つ
り
要
ナ
る

K
行
事
丙
答
が

マ
ン
ネ
 

勃
割

舞

m
裏
警

デ
翫

g
劃
気

L
和

J勲
離

雑
気
馴
い
い
乏
」
ま
すが
、ど
mい
旦
畿
喫
轟

鍍
 

」「
」誌
鯵
譲

騒
『
」
錠
柵
」
」”
八鍛
議
雛
騒
業
議
緯

讐
盤

麟
？
（
轟
》）
 

火
大
会
、
放
巣
相
撲
、
北
郡
青

年
体
育
祭
，
ね
ぷ
た
運
行
と
い

う
よ
5
た
も
の
で
、
今
回
の
行

事
と
大
同
小
異
で
あ
る
・
 こ
の

主
つ
り
に
よ
つ
て
街
の
ら
る
お

い
が
ど
5
現
わ
れ
た
か
．
 「
．
 

三
の
商
店
主
に
聞

い
先
が
、
何

れ
も
大
し
た
事
は
な
い
と
い
ら

返
事
で
あ
つ
た
．
勿
論
こ
れ
を
 

額
画
通
り
受
取
る
こ
と
は
川
来
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